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NEWS RELEASE 
2026 年 7 月３０日 

株式会社三菱総合研究所 

生成 AI によるキャリア形成支援ツールを全社員に導入 

AI との対話でキャリアに対する考えを言語化し、1on1 の質向上と人的資本経営を推進 

 

株式会社三菱総合研究所（代表取締役 社長執行役員：籔田健二、以下 MRI）は、このたび、社員のキャリ

ア形成を生成 AI で支援するための自社開発ツール「MiraTalk（ミラ・トーク）」を全社員向けに導入しまし

た。AI との対話を通じて社員が自身のキャリアの方向性や課題を言語化し、マネージャーとの対話をより実

質的なものへと高めることが狙いです。 

MRI は「MiraTalk」の活用によって社員が日常的に自身のキャリアを考える文化を醸成し、ひいては人的

資本の強化と社員エンゲージメントの向上を目指します。 

1. 背景・経緯 
MRI では、社員の中長期的な成長を支える仕組みとして「MRI アカデミー」を２０２４年 4 月に開講し、社員

の育成やキャリア形成支援の総合的なプログラムを展開しています。マネージャーとの 1on1、キャリアデザイ

ン研修、キャリア啓発イベントなど幅広い取り組みを進める中で、社員が自身のキャリア観や成長課題を十分

に言語化できない場合は 1on1 が深い対話に発展せず、具体的な成長支援に十分に活かせないという課題

があることが明らかになりました。 
こうした課題を解決するため、MRI は生成 AI を活用して社員のキャリア形成支援を行うツール「MiraTalk」

を自社開発し、5 月 11 日から全社員に導入しました。 

 

2. MiraTalk の概要・特徴 

MiraTalk は、社員が「マネージャーに相談する前の段階」で AI との対話を通じて考えを整理し、その後の

マネージャーとの対話の質を高めるツールです。対話プログラムは MRI がシンクタンクとして培った人材開

発や能力開発に関する知見を基に独自に開発したアルゴリズムを備えています。これにより、自身のありた

い姿やその実現に向けて取り組んでいきたい事項を社員が事前に言語化しやすくなり、マネージャーとの

1on1 において深い議論を行うことが可能になります。基盤には Azure OpenAI を用いています。 

主な特徴は以下のとおりです。 

 

・自社の制度や業務実態に即した「壁打ち」（AI との対話）による思考整理の促進 

人事制度や MRI ならではの仕事の進め方、キャリア形成に関する知見をナレッジとして組み込み、社員が

自社の実情に即してキャリアを考えられる対話を実現します。 

・キャリアの言語化支援 

Will／Can／Must の観点から社員が自身の実現したいこと、強み・得意なこと、果たすべき役割を掘り

下げ、マネージャーとの対話に役立つ「キャリアカルテ」として整理します。 

・目的に応じた対話の支援 

「課題を明確にしたい」「気持ちを整理したい」など、利用者の目的に応じた対話モードも選択できます。課

題の深掘り、ゴールの設定、解決方策の具体化など、対話に一定の方向性と段階を持たせる設計を行って

いるため、効率的に思考や感情を整理しやすくなります。 

 

MiraTalk導入後の社員アンケートでは、「仕事で感じたもやもやした思いを言語化できた」などの思考整理

や気づきに関して、８割近くから肯定的な評価を得られました。 
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AI キャリアコーチ「MiraTalk」が目指す価値創出 

 

 

 
 
3. 今後の予定 

MRIは、MiraTalkに関する社員からのフィードバックを踏まえて継続的に機能改善を進めており、10月に

は目標設定の支援機能のほか、キャリア形成や仕事の進め方に関するアドバイス機能の追加を予定してい

ます。また、2027 年 4 月にはマネージャー向け支援機能の追加も検討しています。 

MRI は今後も MiraTalk を通じ、社員の成長と組織の活性化を支え、人的資本の価値向上と社員エンゲ

ージメントのさらなる向上を目指します。 

 
 

 
本件に関するお問い合わせ先 

株式会社三菱総合研究所 
〒100－8141 東京都千代田区永田町二丁目 10 番 3 号 
 
【内容に関するお問い合わせ】 
人事部 MiraTalk 事務局 奥村、中村、高堂谷 
電話：03-6858-3069  メール：ai-session@ml.mri.co.jp 
【報道機関からのお問い合わせ】 
広報部 
メール：media@mri.co.jp 

 


